
1 

 

次期計画の基本テーマ（都市像・ビジョン） 
 

 

 

１ 現計画の基本テーマ 

  みんなでつくるまち・ひと・きぼう 次の時代へ続く留萌 

 

２ 第２回市民会議で示された基本テーマ案 

  市民会議では、グループごとの議論を通じ、次の基本テーマ案が示されました。 

 

  ① 変化の波（時代）に乗り、クリエイトできるまち、るもい 

  ② 刺激と安全が共存する豊潤な 365 日  

  ③ 人の絆で創る、刺激と安全のるもい  

  ④ 絆、刺激、安全。私たちでつくる。  

  ⑤ 豊かさをつなぐ（育む）まち、るもい 

 

 ※「変化の波」には、海のまち留萌というイメージも重ねながら、荒れた波でも穏

やかな波でも、訪れる時代の変化に乗り、自分たちの手で未来を創るという想い

が込められていました。 

 ※「刺激」は、買い物やスポーツ、仕事・学業以外のやりがいや生きがい、余暇の

充実など、日々の暮らしを豊かにする機会を求める想いとして示されました。 

 ※「絆」には、人の温かさ、見守り合い、支え合いといった留萌らしい地域のつな

がりへの想いが込められていました。 

 

３ 市民会議の議論から受け止めた共通の想い 

  市民会議で示された案は表現こそ異なりますが、次のような共通した想いとして

整理できます。 

 

  ・ 日々の暮らしの中で感じる豊かさ、潤い、楽しさ 

  ・ 安心して暮らし続けられる安全・安心 

  ・ 地域の未来や子ども・若者に対する希望 

  ・ 人と人とのつながり、見守り、支え合いによる絆 

  ・ 留萌の自然、産業、文化、人のつながりを次代へつなぎ、育むこと 

  ・ 社会や時代の変化を前向きに捉え、地域の未来を自ら創ること 

  ・ 市民一人ひとりや地域、そして次代が輝くこと 

 

  ※子ども・若者を意識した「やってみたいが叶う」「じぶんがつくる」「住め！」

という言葉も示され、ここにいても自分のやってみたいことを実現でき、自ら

地域の未来を創ることができるという想いが語られました。 
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４ 市民会議の言葉を基本テーマ案へつなぐ考え方 

 ⑴「刺激」を「豊かさ」へ 

  市民会議で示された「刺激」は、刺激そのものを求めるというよりも、買い物、

スポーツ、文化、余暇、交流、挑戦などを通じて、仕事や生活に加えたやりがい・

生きがい・楽しさ・潤いを感じられる暮らしを求める想いとして受け止めました。 

  このため、基本テーマ案では「刺激」という言葉を直接用いるのではなく、より

幅広い世代の日々の暮らしや人生の充実を表す言葉として、「豊かさ」に込めて整

理します。 

  「豊潤」についても、仕事や生活だけでなく、健康や心も含めて豊かで潤いのあ

るまちであってほしいという想いとして示されていました。 

 

 ⑵「変化の波」を「希望」と「次代を育む」へ 

  市民会議で示された「変化の波（時代）」は、社会や時代の変化を前向きに受け

止め、その変化を地域の可能性に変え、自分たちの手で未来を創造するという積極

的な姿勢を表す言葉として受け止めました。 

  このため、基本テーマ案では「変化の波」という表現を直接用いるのではなく、

変化の先に描く地域の未来への期待を「希望」に、社会や時代の変化を前向きに捉

え、新たな未来を自ら創り、次代へつないでいく営みを「輝く次代を育む」に込め

て整理します。 

  「クリエイト」には、「自分たちで創造する、自分たちで創る」という意思が込

められていました。 

 

 ⑶「絆」「安全」「つなぐ・育む」を基本テーマ全体に込める 

  「絆」や「支え合い」は、人と人との関係性や地域の温かさとして、豊かさと希

望が市民の間に広がる基盤となるものです。 

  また、「安全」は、豊かな暮らしや希望を持って将来を描くための土台となるも

のです。 

  これらは基本テーマの短い言葉の中に全てを並べるのではなく、将来像の解説や

基本理念において、その内容を具体化するものとして位置付けます。 

  「つなぐ・育む」は、地域資源や人の想いを次代へ受け継ぐとともに、子ども・

若者をはじめとする次の世代の可能性を育てる考え方として、「輝く次代を育む」

に込めて整理します。 

 

５ 将来像のイメージ（骨子） 

  市民一人ひとりが仕事や余暇を含む日々の暮らしの中で豊かさを実感し、地域の

未来に希望を抱く。その想いが人から人へ響き合い、広がることで、市民同士の支

え合いや世代を超えた信頼を育んでいく。留萌が育んできた自然、産業、文化、地

域のつながりを次の世代へ受け継ぎ、社会や時代の変化を前向きに捉えながら、新

たな視点と創意工夫によって、地域の未来を自ら切り拓いていく。 

  そうした取組を通じて、今を暮らす人々も、これから生まれてくる子どもたち

も、次の時代に住み続けたいと思える、豊かで持続可能なまちを目指す。 

  市民と地域がともに豊かさと希望を響かせ、子どもたちや若者をはじめとする輝

く次代を育むことで、留萌がこれからも輝き続ける姿を描く。 
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６ 次期計画における基本テーマ候補（案） 

  市民会議で示された「豊かさ」「希望」「支え合い・絆」「変化への対応と創造」

「つなぐ・育む」「次代・輝き」といった想いを踏まえ、次の候補案を整理しまし

た。 

 

  協議にあたっては、次の視点からご検討をお願いします。 

 

  ① 市民会議で示された想いを受け止めているか 

  ② 市民にとって分かりやすく、共感しやすいか 

  ③ 留萌らしさが感じられるか 

  ④ 10 年後を見据え、長く共有できる表現か 

  ⑤ 声に出したときに響き、記憶に残る表現か 
 

 

「響く」を用いる案 

① 豊かさと希望を響かせ  輝く次代を育む るもい 

 

② 豊かさと希望が響き   輝く次代を育む るもい 

 

「つなぐ」を用いる案 

③ 豊かさと希望をつなぎ  輝く次代を育む るもい 

 

④ 豊かさと希望がつながり 輝く次代を育む るもい 

 

「育む」と「つなぐ」を用いる案 

⑤ 豊かさと希望を育み   輝く次代へつなげる るもい 

 

⑥ 豊かさと希望を育み、つなぎ 次代が輝く るもい 

 

（言葉の組み合わせについて再検討） 

⑦ （豊かさ、○○、希望） 輝く次代を育む るもい 


